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 要 旨   

 

背景： 

ゲノムワイド関連研究からのポリジェニックリスクスコア（PRS）は、多くの疾患のリスク層別化に

役立っている。アルコール性肝硬変（ALS）における SNP を肝線維化／肝硬変のない飲酒者と比較

することにより、アルコール性肝硬変の PRS を開発した。 

 

方法：  

ALC 患者(4305 例)と、ALC ありおよび肝疾患無しの多量飲酒者（3037 例）の別コホートのメタゲノ

ムワイド関連研究を用いて、ALC の PRS を作成した。UK バイオバンクの ALC 患者（467 例）と高

リスク飲酒者（8981 例）、インディアナバイオバンク肝臓コホートの肝疾患（121 例）および肝疾患

無しの対照（3239 例）を用いて妥当性を検討した。 

 

結果： 

ALC の 20 の SNP からなる PRS （PRSALC）が作成され、2 つの妥当性コホートにおいて、最大 10

分位と最小 10 分位とで、オッズ比 2.83 （UK バイオバンク）、オッズ比 4.40 （インディアナバイオバ

ンク）を認めた。インディアナバイオバンクでは、代謝性脂肪肝硬変のリスクも予測した（オッズ比

3.94）。 

 

結論：  

20 の SNP による PRSALC は、ALC リスク上昇を予測した。このスコアは、多量飲酒者の肝硬変高

リスク者の発見に役立つ可能性がある。 

 

 


